
 

     講義・演習概要（シラバス） 

 
税務専門課程 第 12期 税務・徴収コース（平成 26年 8月 19日～10月 1日） 

課 目 名 捜索、動産・有価証券の差押え 

時 限 数 ４時限 

担 当 講 師 

横浜市健康福祉局 担当課長 川井幸生 

＜プロフィール＞ 

昭和 59年に横浜市に入庁、23年間税徴収を担当し、平成 22年度から現職。 

自治大当課程設立(平成 15年度)以来、当課目の講師を務める。 

平成 16 年より市町村職員中央研究所（市町村アカデミー）市町村税徴収事務コ

ースの講師を務める。 

この他、三重県、福岡県、山梨県、長野県、新潟県、神戸市、長崎県、宮崎県、

愛媛県など多くの自治体の研修会で講師を務めるなど後進の育成に力を尽く

す。 NPO法人 LGNet 副理事長 

ね ら い 

租税債権の確保の手段として、重要な｢捜索、動産・有価証券の差押え｣につい

て解説するとともに、捜索、動産・有価証券の演習を通じて、実践的な知識・

手法の修得を図る。 

講 義 概 要 

徴収職員に与えられた極めて強力な強制力を持った財産調査の権限である

「捜索」の法的位置づけと、その効率的運用について分かりやすく解説する。 

 捜索に伴い発見した動産・有価証券の差押えと公売について、解説する。 

 講義は、4時限とし、講義内容の項目及び進行方法は、次のとおりです。 

 1時限目 事前演習問題の発表・解説 

 2時限目 捜索・動産差押の講義 

 3時限目 捜索・動産差押の講義 

4時限目 上場企業の株券・社債券・国債の差押と公売の講義 

受講上の注意 
事前演習問題の発表を予定しているので、事前にグループで討議されたい。 

講義日に事前演習問題を発表する発表者を、決めておいてください。 

使 用 教 材 

・講義レジュメ・「事前演習問題」「捜索・動産差押えマニュアル」「捜索実務要

領」「金融商品差押えマニュアル」以上講師が用意します。 

・日高全海著「地方税の徴収実務事例集」学陽書房 

・滞納整理研究会著「市町村職員のための 初歩から学ぶー地方税滞納整理の

ポイント Ｖｏｌ 1～4」時事通信社 

効 果 測 定 なし 

そ の 他 

(他の課目との関連) 
なし 

 


